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は、火口から
10km以上遠方まで風に流され
て降下する場合があります。特
に火口付近では、あたりどころ
が悪ければ、人命にもかかわり
ます。

自体が人命に及ぼす
危険性はあまり高くありませ
んが、目を傷めたり、視界不良
や車両の通行不能などを引き
起こす恐れがあります。

登山中の火山災害のリスク
登山者に人気のある山が活火山であることがあります。火山が噴火した時には、下のよう
な現象が突発的に起きる可能性があります。

登山者が被害を受けた事例
御嶽山の噴火

（2014年9月27日）
新潟焼山の噴火
（1974年7月28日）

安達太良山の火山ガス被害
（1997年9月15日）

2014年9月27日の午前11時52分頃、
長野県と岐阜県の境にある御嶽山が突
然噴火しました。この噴火で、死者・行
方不明者63名という被害が発生しま
した。

1974年7月28日の午前2時50分頃、新
潟県にある新潟焼山で噴火が発生しま
した。噴石により山頂付近にキャンプ
中の登山者３名が死亡する被害が発生
しました。

福島県にある安達太良山の沼ノ平火口
内において、溜まっていた硫化水素に
よる中毒により、登山者４名が死亡す
る被害が発生しました。

▲御嶽山の噴火（2014年9月29日撮影） ▲新潟焼山の噴火（1974年7月28日撮影） ▲安達太良山沼ノ平火口の様子（2004年10月23日撮影）

出展：国土地理院発行 数値地図 （国土基本情報20万）をもとに作成

令和8年3月作成

一部の携帯電話会社では、登山道で通信可能な
エリアマップが作成されていたり、衛星とスマー
トフォン直接通信サービスがご利用になれるこ
とがあります。お出かけの前にホームページ等
を確認しておくとよいでしょう。

（https://www.docomo.ne.jp/area/service_area/mountains/index.html）
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